世譜３

A0143-01975_001
（表紙）

安政六年己未

　茂昭様御代
　　　　　　　　　　（朱書）「読合済」

A0143-01975_002
（本文）

安政六年己未
一正月朔日為年始御祝儀　御登　城［御直垂］御白書院江
　公方様出御
　御三家方御次ニ御太刀目録［御太刀一腰御馬代黄金拾両］御持参
　御下段御敷居之内ニ而［御正面下ゟ二畳目］御先代之通御礼被仰上直ニ
　御同間東之方江御順ニ御着座御吸物出
　公方様御会釈ニ而御頂戴夫ゟ御順ニ相成候節三畳目江御
　出座御盃御頂戴相済御復座呉服［御熨斗目紅裏一重］御敷居内江
A0143-01975_003
　中奥御小姓持出之［東西江長く置］御敷居外江御出座御頂戴又
　御復座不残相済御吸物引之御一統御礼被仰上御用番
　脇坂中務太輔殿御取合有之上意［目出度イト］有之御退去
一正月朔日右同断ニ付御使者御使番介雨森儀右衛門を以
　御先代之通　天璋院様江白銀五枚干鯛一箱　本寿院様江
　白銀三枚干鯛一箱被　指上之　御本丸於檜之間御留守居
　年寄池田甲斐守殿被謁之
　　但右御献上之儀已後定例故不記之
一正月朔日年始御着座御礼初而被仰上并呉服御拝領
　之為御礼御内証ゟ御文被差出之

（以下、「　」内は抹消）

「一正月朔日節分ニ付御祝有之」

一正月二日於御屋形年始御規式有之於　御座之間御家老
　太刀目録持参御礼申上之三献之御祝御相伴被　仰付
　相済於小書院御用人初番外之面々御礼申上之御盃
　頂戴之御長蚫御直ニ被下之畢而於表御書院御物頭ゟ

　諸士御流之御盃頂戴御長蚫取次ニ而被下之畢而被為入
A0143-01975_004
　掛ケ於長炉之間一統之者　御立掛　御目見被　仰付相済
　於　御座之間御小姓共御礼申上之御流之御盃頂戴之
　御長蚫取次ニ而被下之
　　但御省略御年限中ニ付御略式ニ可有之処
　　　御代御初而ニ付御旧例之通御式有之

一正月二日御馬御乗初有之

一正月三日為御謡初御祝儀御使者御留守居介河合次郎左衛門
　を以　御先代之通御盃代［鶴亀松竹金土器二］御酒代［銀一枚］被献之
　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一正月三日霊岸島御屋敷江被為　入慶永様勇姫様江年始之御祝詞被　仰上

　御盃事有之
　　但已後定例故不記之

一正月四日年始三ケ日之御規式相済候為御祝儀御用番脇坂
　中務太輔殿江御使者御留守居被指出之追而京都
　所司代江　御書被遣之
　　但右御使者被指出且御書被遣候儀已後定例故不記之

A0143-01975_005
（以下「　」内は「不用」）

「一正月四日神奈川為御警衛御先物頭浅見七郎右衛門皆川平右衛門

　　組之者共召連横浜表江昨日到着ニ付旧臘致出張居候

　　小寺儀右衛門井上半大夫今日罷帰ル」

一正月五日為年始御祝儀御大老并御老中江御勤夫より
　溜池様江被為　入此節出雲守様江御太刀馬代并干鯛一箱
　実之助様江干鯛一箱御惣容様同断被進之

　　但已後定例故不記之

一正月七日為若菜御祝儀　御登　城［御熨斗目長御上下］御白書院江

　公方様出御御畳縁下ゟ一畳目江御出座御祝儀被　仰上
　御用番介太田備後守殿御披露［越前守ト］御下段西之方江
　御着座御老中当日之御祝儀申上マスト言上　上意［目出タイト］
　有之御退去御居残御白書院縁頰於黒鷲御杉戸際
　御大老并御老中列座当日御出仕之御礼被　仰上相済
　御退出掛ケ御大老并御老中江御廻勤夫ゟ霊岸島御屋
　敷江被為　入当日之御祝儀被　仰上之

一正月七日右同断ニ付御使者御留守居介河合次郎左衛門を以
A0143-01975_006
　御先代之通
　公方様江鮮鯛一折被献之御城於蘇鉄之間御品御
　目録共御坊主組頭江相渡之御側衆岡部因幡守殿
　　後刻御披露可有之旨組頭を以被申聞之右御披露済之
　捻御奉書御用番介太田備後守殿ゟ来ル
　　　為若菜之御祝儀鯛一折被献之候遂披露
　　　候処一段之御仕合候恐々謹言
　　　　正月七日　　　　　　　太田備後守

　　　　　松平越前守殿

　右御請之御書御使者御使番を以被指出之
　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一正月七日右同断ニ付為御祝儀御内証ゟ御文被差出之
一正月十一日御具足之餅御開ニ付御規式有之
一正月十五日年始ニ付赤坂氷川神社江　御代拝御物頭を以
　金弐百疋被供之
　　但御氏神ニ付例年被供之

A0143-01975_007
一正月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　去ル十二日英吉利船一艘品川沖江入津いたし
　　　書翰可差出旨申立候尤此度ハ止宿者不致候得共
　　　運動之ため歩行者可差許候間諸事先達而
　　　外国人取扱方之趣ニ相心得候様向々江可被達
　　　事
　　　　正月

一正月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　神奈川長崎箱館三港追々御開相成候ニ付而ハ

　　　右場所々々出稼又ハ移住いたし勝手ニ商買
　　　可為致条望之もの者其港々々之所役人江引合
　　　候様可致候
　　　　正月十六日
一同月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　大艦ニハ御国惣印日丸幟相立
　　　公儀ニ而ハ中帆之柱ニ白細布吹貫引揚帆者
A0143-01975_008
　　　中黒相用候様先年相達置候処向後御国
　　　惣印ハ白地日の丸之旗艫網江引揚帆者白布
　　　相用ひ
　　　公儀御軍艦者中黒之細旗を中帆柱江引揚
　　　候間於諸家も大艦出来次第家々之船印
　　　公儀御船印ニ不紛様取調雛形を以可被相伺候

　　　　正月

一正月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　去ル十二日品川沖江入津致候英吉利船昨十九日
　　　退帆致し候此段為心得向々江可被達候事

　　　　正月廿日

一正月廿四日太田備後守殿江左之通御留守居御伺書持参
　差出候処追而御附札を以御差図有之
　　　松平越前守警衛持場所経界被　仰出候ニ付
　　　横浜村江人数指出置申候依之兼而心得方
　　　別紙ケ条書を以奉伺候宜御指図可被成下候以上
A0143-01975_009
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月廿四日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　　別紙
　　一松平越前守持場洋中江異船相見へ候節
　　　注進方心得之事

　　一沖合異船与身受候迄ニ而何国之船共難見分帆
　　　通り候節心得方之事
　　一自然持場江差向可致着船様子ニ身受候節
　　　備向心得方之事

　　　　但御条約済又者不相済国之船着船ニ付
　　　　　心得方相違可有御座哉之事
　　一異人上陸之上自然及乱妨候節取締方心得
　　　之事
　　一御条約済之国々帆印船印等承知仕置申度
　　　候事

　　　　御附札

　　　　　書面之趣者別段注進ニ不及候其外之儀者
　　　　　神奈川江出張之奉行江承合候様可仕候
A0143-01975_010
　　　　　帆印船印等ハ追而相達ニ而可有之候事
一正月廿五日昨年御相続并御官位ニ付山王江御参詣左之通
　被供之

　　　　御相続ニ付
　　　　　　御太刀一腰

　　　　　　銀馬代一枚

　　　　御官位ニ付

　　　　　　同断

一正月廿五日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処昨日
　被差出置候御願書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　先代春嶽勤中願済之通箱根今切碓氷福島
　　　御関所鉄砲持越候儀以来指支無御座候様
　　　御達置被下候様此段奉願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　正月十四日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札
　　　　　御留守居江相達候間可被得其意候

一正月廿五日平泉寺中宮拝殿再建ニ付金拾五両御寄附被成

一正月廿五日左之通申渡候様月番御目付村田巳三郎江月番
A0143-01975_011
　御家老本多修理申渡之
　　　諸師役其流儀古老之面々是迄世話役与被仰付置
　　　候得共御趣意ニ付世話役与申儀ハ御免被成候且又
　　　武芸所詰并詰同様之面々も右同様御免被成候
　　一砲術家古老之面々是迄御家流世話役与被仰付置
　　　候得共御趣意ニ付世話役与申儀ハ御免被成候且又
　　　同所詰并詰同様之面々右同様御免被成候
一二月三日左之通相心得夫々申渡候様御用人島田近江江御家老
　申渡之
　　　中将様御附御近習番之儀御役名御附御近習与
　　　被　仰付御書院番組被相除御用人支配被　仰付
一二月九日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処旧臘
　被差出置候御持場之儀ニ付伺書ニ左之通御書取を以御差図
　有之
　　　神奈川横浜辺経界之儀且守衛之人数指出置
A0143-01975_012
　　　候様被　仰出候ニ付心得方之儀松平隠岐守様江可
　　　申合候得共猶又越前守ゟも相伺度条々も御座
　　　候節都而御掛此御方様江相伺候而宜儀ニ可有
　　　御座哉且又経界之場所御役人方御立合之上
　　　御引渡之儀ニも可有御座哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月三日　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御書取
　　　　　書面之趣者場所引渡者無之候得共持場経
　　　　　界之儀者於場所可相達候間委細之儀者御勘定
　　　　　奉行相談候様可仕候且又差向相伺候儀も有之
　　　　　候ハヽ先自分江相伺候様可仕候事
　　　越前守警衛場所之儀神奈川宿境平沼新田
　　　小川を境海岸通東南之方本牧本郷村迄持場与
　　　可相心得旨被　仰出候ニ付警衛人数差出方之儀奉
　　　伺候処人数指出置候様可相心得旨被　仰出奉畏候
　　　右ニ付持場之内横浜村江人数指出置申候依之
　　　平常并異船渡来之節心得方之儀如何相心得
A0143-01975_013
　　　可申哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十二月廿八日　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御書取
　　　　　書面之趣未陣屋も不取建儀ニ付人数差出方
　　　　　之儀者其都度々々相達ニ而可有之事
一二月十日太田備後守殿江左之通御留守居伺書持参指出候処
　追而御附札を以御差図有之

　　　松平越前守持場之内横浜村江旧冬伺之上人数
　　　差出置申候ニ付平常并異国船渡来之節心得方
　　　之儀奉伺候処未陣屋も不取建儀ニ付人数差出方
　　　之儀者其都度々々御達可有御座旨御書取を以
　　　御差図之趣奉畏候右者陣屋も無御座儀ニ付是迄
　　　人数一手差出置其余之人数ハ常盤橋内居屋敷ニ
　　　為相守居候儀ニ御座候右御指図御座候ニ付而者
　　　注進方等臨時取斗候役人斗持場所江指遣置其
　　　余之人数ハ陣屋出来候迄之処其都度々々御差図
　　　次第出張之心得ニ罷在候而宜敷儀ニ可有御座哉
A0143-01975_014
　　　此段御手前様迄御内々相伺候様被申付候宜御指図
　　　可被下候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　二月十日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札
　　　　　書面地所之儀ハ御勘定奉行相談候様可仕候事
一二月十一日深川霊岸島江初而　御参詣
　清浄院様　専光院様御霊前江御香奠金百疋被供之
一二月十三日昨夕町奉行石谷因幡守殿ゟ御留守居迄申来橋本
　左内江御尋之儀有之ニ付召連人滝勘蔵被差添評定所江
　被指出之
一二月廿日於東叡山最樹院様三十三回御忌御法事ニ付御使者
　御番頭代り稲垣半之丞を以御香奠白銀弐枚被供之

一二月廿三日於凌雲院一橋様ゟ右同断御執行有之ニ付
　御代拝御家老代り御用人稲葉左司馬を以御香奠白銀
　弐枚被供之
一二月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　明日
A0143-01975_015
　　　御代替初而
　　　御内書頂戴之面々為御礼明後廿七日四ツ時
　　　服紗小袖麻上下着用登　城夫より掃部頭
　　　老中江可被相廻候
　　　　但在国在邑之面々者使札可被指越候尤病気之
　　　　　面々者使者可被指越候

　　　　　　二月廿五日

一二月廿六日御用番太田備後守殿ゟ御呼出御留守居真杉
　所左衛門　御城江罷出候処昨歳暮御祝儀御献上ニ付而之
　御内書於柳之間備後守殿御渡被成所左衛門江御巻物ニ
　拝領被　仰付旨被申聞之御品者御奏者番土井大隈守殿
　被相渡之
　　但御相続後初而　御内書御頂戴并御家来拝領物
　　　之為御礼御用番江為御礼御使者御番頭被指出之
　　一右御内書御渡并御家来拝領物等之儀以後定例故
　　　不記之
A0143-01975_016
一二月廿七日初而御内書御頂戴之為御礼　御登　城可被成之処
　御風気ニ付御断
一三月朔日於御稽古所斎藤篤信斎長剣　御覧被成
一三月三日節句　御登　城御祝儀被　仰上御退出掛ケ為御礼
　御大老御老中御廻勤若年寄中江御使者御留守居被指

　出之
　　但已後定例故不記之

一三月三日歳暮之御内書於　御座之間御拝見被成

一三月四日町奉行ゟ申来橋本左内江御尋之儀有之ニ付
　召連人被指添評定所江被差出之
一三月九日太田備後守殿江左之通御留守居真杉所左衛門
　御伺書持参指出候処追而夫々御附札を以御指図有之
　　　此度御触達大艦ニ者向後御国惣印白地
　　　日の丸之旗艫綱江引揚帆者白布相用ひ
　　　公儀御軍艦者中黒之細旗を中帆柱ニ引揚
　　　候間於諸家も大艦出来次第家々之船印
A0143-01975_017
　　　公儀御船印ニ不紛様取調雛形を以可相伺旨
　　　奉畏候越前守兼而伺済之上蘭名コツトル与申
　　　船出来仕候ニ付右帆印船印別紙絵図之通
　　　仕度奉存候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月九日　　　　　　　真杉所左衛門

（絵図あり、省略）

白帆中左之方江
竪ニ紺色之壱幅
為印相用申度事

（絵図あり、省略）

船印中白上下赤之
細旗為印中帆
柱江引揚候事

A0143-01975_018
　　　　御附札
　　　　　伺之通相心得可申候事

　　　松平越前守持場内江砲台場所并遠見番所別紙
　　　之通取補理申度奉存候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月九日　　　　　　　真杉所左衛門
　　　　横浜村　　　　　　　　砲台場所
　　　　北方村之内ニ而　　　　　壱ケ所
　　　　本牧本郷村　　　　　　遠見番所
　　　　　　八王子山ニ而　　　　壱ケ所

　　　　同所　　　　　　　　　同

　　　　　　十二天山ニ而　　　　壱ケ所

　　　　御書取
　　　　　砲台場之儀者地所取極早々相伺候様可仕候遠見
　　　　　番所之儀八王子山ニ而取建候儀差支無之十二天
　　　　　江者品ニ寄　公儀より遠見番所御取建可相成
　　　　　候間先見合候様可仕候事

　　　松平越前守持場砲台場所之儀相伺候ニ付而者
　　　砲台築方之儀者勝麟太郎様江御談取補理
　　　被申度候相成儀ニ御座候ハヽ麟太郎様江御声掛
A0143-01975_019
　　　之儀相願被申候此段御手前様迄御内々申上候様
　　　被申付候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月九日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御書取
　　　　　書面砲台築建方之儀勝麟太郎江申談候者
　　　　　勝手次第可仕候同人江右之趣各より沙汰ニ及候儀者
　　　　　難整候事
一三月十九日御老中ゟ大目付江御達之御書付写細川越中守様
　より御廻達有之

　　　水野出羽守御側御用人被仰付候ニ付諸事堀
　　　大和守相勤候節之通可被心得候事

一三月廿日左之通申談取斗候様月番御家老本多飛驒

　申渡之

　　　　　　　　　　　　　　御奉行郡奉行兼

　　　　　　　　　　　　　　　勝木十蔵
　　　　　　　　　　　　　　郡奉行

　　　　　　　　　　　　　　　大井弥十郎　江
　　　　　　　　　　　　　　同

　　　　　　　　　　　　　　　岡田喜八郞
　　　御趣意ニ付一昨年三領并川北領共打込致支配
A0143-01975_020
　　　相勤候様被　仰付候得共内達之趣も有之ニ付
　　　役所限ニ而銘々一領宛致支配相勤候様被　仰付候
　　　且又他所他国掛合并入組候取扱之儀者是迄
　　　之通申談可被取斗候
一三月廿二日御目付駒井山城守殿江左之通御留守居書取持参
　指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　将軍
　　　宣下ニ付越前守登
　　　城之節熊皮投鞘対道具為持来候旧格之
　　　次第御聞済之儀再応申上候処猶別紙江御附札
　　　を以被仰渡之趣奉畏候然ル処右天保度相願
　　　候廉式立候節々為持候様被致度相願候儀ニ而
　　　右
　　　御大礼之節者前々ゟ為持候儀故其節も相願
　　　不被申儀ニ御座候再三申上候段者甚恐入候得共
　　　右者先祖秀康以来持伝格別由緒有
A0143-01975_021
　　　道具ニ付同姓三河守殿ニ而も右由緒を以
　　　被相願既ニ別紙之通被　仰出候事ニ御座候
　　　越前守儀者素より右由緒之規格篤与
　　　御賢察被成下前々之通為持候様御聞済
　　　之程奉願候依之別紙二通相添猶此段奉
　　　願候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　三月廿二日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札
　　　　　書面之趣ハ　将軍　宣下ニ際先格も有之候間承置候

　　　熊皮投鞘鑓之儀
　　　権現様御持道具之内天正十二年申十二月十二日
　　　先祖秀康大坂江引移候節ゟ為持候様との御事
　　　ニ而致拝領候道具ニ御座候
　　　〆
　　　天保八酉年八月七日松平越後守殿より水野
　　　越前守様江被相願書付左之通
　　　先祖中納言秀康ゟ由緒有之持伝候金十文字
　　　投鞘対鑓三代目中将光長迄式立候節相用
　　　来候処追々家格旧復被
A0143-01975_022
　　　仰付候ニ付者今般格別之
　　　御大礼ニも御座候間
　　　将軍　宣下登
　　　城之節旧例も有之儀ニ付右鑓為持申度
　　　奉存候此段御内慮御伺申候以上
　　　　八月七日　　　　　　　松平越後守

　　　　御附札

　　　　　書面之趣出格之訳を以
　　　　　御大礼ニ限り金十文字投鞘対道具為持
　　　　　候様可被致候事

一三月廿二日海防掛り太田備後守殿江左之通御届書被差
　出之

　　　武州神奈川横浜辺御警衛場所之儀神奈川
　　　宿境平沼新田小川を境海岸通り東南之方
　　　本牧本郷村迄越前守持場与可相心得旨旧冬被
　　　仰出候処右場所之経界去ル十九日小林藤之助様
　　　より於場所御達御座候此段御届申候以上
A0143-01975_023
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿二日　　　　　　真杉所左衛門

一三月廿三日　松栄院様御法事之儀ニ付御用番松平和泉守殿江
　御留守居御伺書持参差出候処追而左之通御附札を以御差
　図有之
　　　松栄院様御三回忌来ル五月十日御相当ニ付
　　　御逮夜御当日於西久保天徳寺百部之御法事
　　　執行被仕度此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿三日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　伺之通御法事執行有之候様可仕候

一三月廿五日御持場八王寺山江遠見番所御取達之儀ニ付
　左之通太田備後守殿江御留守居伺書持参差出候処
　御附札を以御差図有之

　　　松平越前守持場内八王寺山江遠見番所取建
　　　申度段奉伺候処御差支無御座趣御指図御座
　　　候ニ付同所遠見番所早速取建申度奉存候依之
　　　右地所御引渡被下候様奉願上候以上
A0143-01975_024・025
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿五日　　　　　　真杉所左衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣者御代官小林籐之助江申渡候間
　　　　　相談請取候様可仕事

一三月廿五日左之者共孝心奇特之儀ニ付夫々御褒美被下之
　　　　　　　　　　　　　　　殿下村
　　　　　　　　　　　　　　　　惣四郎

　　　　　　　　　　　　　　　田中々村

　　　　　　　　　　　　　　　　小右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　上河端村
　　　　　　　　　　　　　　　　弥助

　　　　　　　　　　　　　　　太郎浦

　　　　　　　　　　　　　　　　孫左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　新河原村

　　　　　　　　　　　　　　　　五右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　米岡村

　　　　　　　　　　　　　　　門左衛門妻

　　　　　　　　　　　　　　　　りき

　　　　　　　　　　　　　　　今市村

　　　　　　　　　　　　　　　　半左衛門

一三月廿六日太田備後守殿江左之通御留守居御伺書持参差出候処

　即日御書取を以御差図有之

（付紙）

「一三月廿六日大目付久貝因幡守殿
　御渡之書付壱通松平阿波守様ゟ
　左之通来ル」
　　　　　覚

　　　遠馬之儀去ル辰年中ゟ乗試之主意を以諸向
　　　届之上遠方迄罷越候様相成候儀ニ而近来之
A0143-01975_026
　　　時勢武備励ミ之一端ニ而相当之様ニハ相聞候得共
　　　其実ハ左迄之筋合ニも無之当年者遠方迄度々
　　　乗試之儀諸向より届も出候儀強而指止候程之儀ニハ
　　　相聞不申候得共余り盛ニ至り候而者内意者遊参之
　　　姿ニ相成可申終ニハ一躰之主意を失ひ却而不取締
　　　り之弊を生申間敷とも難申候間老中若年寄ニハ
　　　遠馬之儀先者容易ニ不罷出方ニ申合候間相含
　　　向々江も程能達置候様可被致事
　　　　三月

一三月廿九日御使者御留守居介河合次郎左衛門を以　御先代之通
　公方様江干鰈一箱被献之
　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一三月廿九日　松栄院様御法事之節御取扱向之儀ニ付左之通
　御用番江御留守居御伺書持参差出候処即日御附札を以可為
　御伺之通旨御差図有之
　　　此度
A0143-01975_027
　　　松栄院様御法事之節諸事取扱向之儀
　　　惣而御一周忌御法事之節伺済之通相心得候而
　　　宜儀ニ御座候哉此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　三月廿九日　　　　　　真杉所左衛門

一四月三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　一昨朔日和蘭船一艘品川沖江入津いたし候諸事
　　　先達而中外国船碇泊中之趣ニ相心得候様向々江
　　　可被達候事
　　　　四月三日

一四月三日太田備後守殿江左之通御留守居伺書持参指出候処
　追而御附札を以御差図有之
　　　松平越前守持場内江砲台場所取建之儀相伺
　　　候処地所取極早々相伺候様御指図御座候ニ付勝
　　　麟太郎様江御談申候処一ケ所ニ而者不都合之儀
　　　有之候間横浜村之方江一ケ所同所地之内字シウカン
A0143-01975_028・029
　　　弁天洲崎江一ケ所取建可然段御申聞ニ御座候
　　　然ル処二ケ所一時ニ造築仕候儀者行届兼候ニ付
　　　先弁天洲崎之方ゟ取掛申度候間同所ニおゐて
　　　砲台場敷地御渡被下候様奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月三日　　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　御附札

　　　　　書面敷地引渡之儀者御代官小林藤之助江申渡
　　　　　候間得其意砲台絵図面取調差出候様可仕事
一四月三日道中奉行大沢豊後守殿江左之通御留守居書取
　持参差出候処御附札之通御差図有之
　　　松平越前守警衛持場所本牧横浜村戸部村江
　　　江戸屋敷ゟ人数往返之節継人馬遣方之儀平常ハ
　　　前日先触差出候得共御指図ニより臨時人数出張并
　　　急用向有之候節者即刻先触ニ而宿々人馬継立
　　　指支無御座候様御達置可被下候此段奉願候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月三日　　　　　　　真杉所左衛門

　　　　（付札）

　　　　「附札

　　　　　願之趣ハ夫々宿元

　　　　　相達置候事」

一四月七日御老中間部下総守殿江初而御逢対御勤

A0143-01975_030
　　但御太刀馬代御持参被成

一四月八日コツトル御船御出来ニ付浦賀奉行溝口讃岐守殿江
　左之通御留守居御届書持参指出之

　　　越前守於国元蘭名コツトル与申船出来仕候ニ付
　　　別紙之通伺済ニ相成候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月八日　　　　　　　大道寺七右衛門
（絵図あり、省略）
一船長サ拾壱間幅三間半

一船深サ弐間七寸

一乗組人数拾六人

A0143-01975_031
一四月十一日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処去ル六日

　被差出置候御願書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　先代春嶽儀昨秋以来慎罷在候処一室ニ閉居
　　　仕居候事故近来ニ至り候而者疳鬱之気味ニ而
　　　逆上強其上持病之足痛差発殊之外難儀之
　　　躰ニ相見へ申候追々温気之時節自然病者ニも罷成
　　　可申哉与深心痛仕候右ニ付自由ケ間敷儀ニ而恐入
　　　候得共月額為挟并為運動中庭内歩行為仕
　　　候儀何卒
　　　御宥免被成下候様歎願奉存候尤慎方之儀者

　　　是迄之通厚相心得可申間幾重ニも
　　　御憐恕之御沙汰被成下候様奉内願候以上
　　　　四月六日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札
　　　　　内願之趣不苦候尤慎方之儀者是迄之通可被
　　　　　相心得候事

一四月十一日左之者共孝心奇特之儀ニ付夫々御褒美被下之并
A0143-01975_032
　三郡下極難渋之者江左之通御手当被下之

　　　　　　　　　　　　　　　新保村

　　　　　　　　　　　　　　　　甚右衛門弟

　　　　　　　　　　　　　　　　　甚太郎

　　　　　　　　　　　　　　　上中村

　　　　　　　　　　　　　　　　吟右衛門弟

　　　　　　　　　　　　　　　　　磯右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　大窪村

　　　　　　　　　　　　　　　　　八郞右衛門

　　　一四百七拾四軒　　　　　上領下

　　　　　内
　　　　　　弐拾三軒　　　　　　　極々難渋者
　　　　　　　此銀六百九拾匁　但壱軒江三拾匁ツヽ

　　　　　　弐百八拾四軒　　　　　極難渋者

　　　　　　　此銀五貫六百八拾匁　但壱軒江弐拾匁ツヽ

　　　　　　百六拾七軒　　　　　　難渋者
　　　　　　　此銀壱貫六百七拾匁　但壱軒江拾匁ツヽ
　　　一五百九拾四軒　　　　　中領下

　　　　　内

　　　　　　四拾弐軒　　　　　　　極々難渋者

　　　　　　　此銀壱貫弐百六拾匁　但壱軒江三拾匁ツヽ

　　　　　　弐百五拾壱軒　　　　　極難渋者

　　　　　　　此銀五貫弐拾匁　但壱軒江弐拾匁ツヽ
　　　　　　三百壱軒　　　　　　　難渋者

　　　　　　　此銀三貫拾匁　但壱軒江拾匁ツヽ

A0143-01975_033
　　　一九百三軒　　　　　　　下領下

　　　　　内

　　　　　　拾軒　　　　　　　　　極々難渋者

　　　　　　　此銀三百匁　但壱軒江三拾匁ツヽ

　　　　　　四百六拾六軒　　　　　極難渋者

　　　　　　　此銀九貫三百弐拾匁　但壱軒江弐拾匁ツヽ
　　　　　　四百弐拾七軒　　　　　難渋者

　　　　　　　此銀四貫弐百七拾匁　但壱軒江拾匁ツヽ

　　　　　〆三拾壱貫弐百弐拾匁

　　　　　　　此家数千九百七拾壱軒

一四月十二日昨日御差図之趣ニ付御伺之上為御礼御大老并
　太田備後守殿江御使者御留守居被指出之
一四月十二日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　去ル朔日品川沖江入津いたし候和蘭船同六日
　　　退帆いたし候此段為心得向々江可被達候事
一四月十三日左之通御家中江相触候様御目付高田孫左衛門江
　御家老申聞之
　　　此度
A0143-01975_034
　　　中将様御慎中御月代御挟并為御養生
　　　御庭内御歩行之儀

　　　殿様ゟ御内願被仰上御願之通被仰出然ル処
　　　自然御慎御宥免も被仰出候様ニ相心得御締
　　　方等閑之儀等有之候而者不相済候事ニ候得者

　　　諸事是迄之通厳重相心得可申旨御沙汰ニ
　　　候事
一四月十五日田安御屋形江被為入大納言様江初而　御対顔
　有之

　　但御太刀一腰御馬代銀三枚御持参被成

一四月十六日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　参勤御暇之節願済ニ而道中往返とも鉄炮

　　　為持関所々々通行致し并家来交代之節
　　　同様持通候得共代替之節ハ先代願済ニ候共
　　　改而相伺候様寄々可被達置候事
一四月十六日遠見番所御取建之儀ニ付太田備後守殿
A0143-01975_035
　并外国奉行水野筑後守殿江左之通御留守居御届書
　持参差出之
　　　遠見番所御引渡地所

　　　　五百坪余

　　　越前守持場内八王子山江遠見番所地所
　　　去ル十四日御代官小林藤之助様ゟ御引渡相済候
　　　依之同所江遠見番所取建申候此段御届申候
　　　以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月十六日　　　　　　大道寺七右衛門
一四月十七日東叡山　御宮江　御参詣
一四月十八日御精進揚ニ付御使者御留守居を以鯛一折被

　献之

　　但右御献上之儀已後定例故不記之

一四月十八日内藤紀伊守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付一通御渡有之

　　一万石已上之面々江領知之
A0143-01975_036
　　　御判物　御朱印被下候付而松平右京亮
　　　松平市正可相改旨被仰付候事

　　一御代々之　御判物　御朱印所持之面々者

　　　御判物　御朱印ニ写を差添出之右両人
　　　御本書拝見之上写を可留置候勿論国郡郷
　　　村高辻注帳面可差出之　御朱印無之
　　　面々者領知之高国郡郷村委細書注両人江
　　　可被渡候事
　　一御加増拝領或所替之面々或　御判物　御朱印
　　　高之内領知分候面々其旨趣具書注両人迄
　　　可被達候事

　　　右之外可被相伺儀者両人江可被承合候以上

　　　　未四月

　　　万石已上之面々領知之　御判物　御朱印御改
　　　ニ付当地江被差出候儀格別手重之向も有之
　　　家々之入費も不少且ハ宿駅難儀致し候
A0143-01975_037
　　　趣も有之哉ニ付先格ニ不拘手重ニ無之様去ル寅年
　　　相触候趣も候処矢張前々之振合ニ準シ手重之

　　　向も有之哉ニ相聞尤　御判物　御朱印之事ニ
　　　候得者大切ニ可被致者勿論ニ候得共当時厳重
　　　御倹約諸家ニおゐても専ら質素節倹を
　　　相用候折柄ニ付可成丈無益之廉相省手重ニ

　　　不相成様精々省略可被申付候以上
　　　　未四月

一四月廿日コツトル御船三国湊出帆ニ付製産方加藤藤左衛門
　野村与三兵衛内田閑平乗組被仰付

一四月廿二日間部下総守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之御書付
　一通御渡有之

　　　松栄院様三回御忌御法事於天徳寺被執行
　　　候ニ付来月十日
　　　公方様御名代老中

　　　天璋院様　溶姫君様
A0143-01975_038
　　　末姫君様　晴光院様

　　　誠順院様　精姫君様より御用人

　　　本寿院様よりハ
　　　天璋院様御用人相兼御香奠御備
　　　御名代之拝礼も有之候此段為心得達置候事
　右之節御礼勤之儀御同所江左之通御窺書被指出候処御附札
　を以御差図有之

　　　此度
　　　松栄院様御法事ニ付
　　　公方様
　　　天璋院様
　　　姫君様方
　　　本寿院様ゟ
　　　御名代御参詣且又御香奠御備御座候節
　　　拙者御礼勤向之儀如何相心得可申哉此段
　　　相伺申候以上

A0143-01975_039
　　　　四月廿二日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　為御礼登
　　　　　城掃部頭老中出羽守江可被相廻候
一四月廿二日　松栄院様御法事之節御取扱向之儀ニ付御用番江
　左之通御留守居御窺書持参指出候処御附札を以御差図有之
　　　昨午年
　　　松栄院様御一周忌御法事執行被仕候節別紙之
　　　廉々其之節御用番内藤紀伊守様江奉伺候処
　　　伺之通御指図御座候此度御三回忌御法事執行
　　　被仕候節御一周忌之通相心得候而宜儀ニ御座候哉
　　　此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　四月廿二日　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　　別紙

　　一公方様ゟ
　　　御名代御座候節越前守并同姓方詰居候ハヽ
　　　御送迎被仕候儀且又家老始家来之者罷出居
　　　候事

A0143-01975_040
　　　　但越前守并同姓方ハ仮廊下迄御送迎被致
　　　　家老始家来共儀ハ中門外江罷出居候様御目付
　　　　鵜殿民部少捕様江相伺候処右之通御差図
　　　　御座候

　　一天璋院様ゟ
　　　御名代之節越前守并家老始家来之者共御送迎
　　　仕候儀不及其儀家老始家来之者共ハ見斗ひ
　　　廊下江罷出候様

　　一同姓方并親類方ゟ代拝并備物等之儀仕候事

　　一由緒有之候寺院納経并拝礼等仕候事

　　一御在世中献上物仕来候家来自拝并御香奠
　　　献備仕候事

　　　右者御一周忌御法事之節御指図済ニ御座候
　　　ニ付此度奉伺候儀ニ御座候
　　　　御附札
　　　　　別紙廉書之通相心得候様可仕候事

A0143-01975_041
一四月廿二日高知酒井外記　御家老職被　仰付

一四月廿四日柴田家墳墓江　御代拝御側物頭中村八大夫を以
　金二百疋被供之
一四月廿七日
　温恭院様御法号日光御門跡江御頼御染筆出来ニ付
　明静院守護御屋形江罷出
　　但右御法号御国表江御廻シ万福山江御納被成

一四月廿七日右同断ニ付日光御門跡江為御挨拶御使者御物頭
　を以鳥子紙一箱紫蕨一箱被進之
一四月廿九日御勘定奉行ゟ呼出有之御留守居下役罷出候処

　左之書取一通被相渡之
　　　武州久良岐郡太田村地内ニ而凡坪数壱万千
　　　九百坪余之場所御願之通陣屋地ニ御渡相成
　　　且地続御林山者平常雑人共不立入様柵矢来
　　　等被致候者格別当時御林苗木等植付手入中
　　　ニ付囲込ニ者難相成候

A0143-01975_042
一四月廿九日御持場内八王寺遠見番所細川越中守様御持
　場ゟ受継之合炮御試之儀ニ付左之通御目付松平久之丞殿江
　御届書被指出候処御附札を以被承置候旨御差図有之

　　　越前守持場内八王寺遠見番所ニおゐて細川
　　　越中守様御持場ゟ受継之合炮相試申度奉存候
　　　右受継方双方聞請之儀風模様ニより如何可
　　　有御座哉ニ付以後折々試見仕度奉存候此段
　　　御届申候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　四月廿九日　　　　　　東郷三郎右衛門

一五月二日為端午御祝儀御使者御留守居大道寺七右衛門
　を以　御先代之通
　公方様江御時服ニ被献之於柳之間御奏者番稲葉
　長門守殿披露御老中間部下総守殿被謁之　天璋院様江
　白銀三枚被指上之於檜之間御留守居年寄加藤
　伯耆守殿被謁之

一五月九日於天徳寺　松栄院様三回御忌御法事御執行
A0143-01975_043
　有之ニ付御経中御詰被成御帰殿掛ケ霊岸島御屋敷江
　被為入
　慶永様江御見舞被　仰上
一五月十日右同断ニ付　御参詣被成
　公方様　御名代御老中太田備後守殿　天璋院様
　御名代　本寿院様兼御広敷御用人東条肥後守殿
　御参拝

　公方様ゟ御香奠銀三拾枚　天璋院様より同拾枚
　本寿院様ゟ同三枚御備有之備後守殿御出之節玄関伝
　仮廊下内ゟ右之方江御着座御出迎御退散之節も同所迄
　御送被成相済御帰殿再御供揃ニ而　御登　城於桜之間
　御名代御参拝之御礼被　仰上御老中代り御奏者番井上
　河内守殿被謁之御退出掛ケ御大老并御老中
　御廻勤御側御用人江御使者御留守居被差出之
一五月十日右同断ニ付
　公方様　天璋院様　本寿院様ゟ老女中　御代参
A0143-01975_044
　御花御備有之ニ付右為御礼御内証ゟ御文被差出之［奥ゟ伺之上］
　　但　本寿院様江者御一周之節之通御差出無之
一五月十日右同断御法事相済候段御用番内藤紀伊守殿
　御勝手江御留守居大道寺七右衛門罷出申達之

一五月十日於運正寺も昨九日夕ゟ今朝迄右同断御法事
　御執行有之

一五月十五日御持場内八王寺遠見番所御出来ニ付外国
　奉行并御用御頼御目付江左之通御届書被指出之

　　　越前守持場内八王寺遠見番所出来仕候ニ付
　　　来ル十八日ゟ番人指置申候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　五月十五日　　　　　　大道寺七右衛門

一五月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　世上通用之ため此度弐朱銀吹立被仰付候間
　　　右弐朱銀八ツを以金壱両之積尤壱分銀
　　　壱朱銀者追而吹直可被　仰出候得共夫迄ハ取交
　　　銀銭共両替無滞可致通用事
A0143-01975_045
　　一小判壱歩判此度吹直し被仰付候条両替之
　　　儀者是迄之通相心得取交可致通用候尤通用
　　　日限之儀者追而可及沙汰候

　　一保字小判壱歩判之儀者追而停止可被仰出夫迄
　　　之間保字小判者壱両壱歩同壱歩判者壱歩
　　　壱朱之積を以取交通用たるへき事
　　　右之趣御領私領寺社領共不洩様早々可触知者也
　　　　五月

　　　外国交易御開ニ付而者彼国之金銀其儘通用
　　　可致候尤金ハ金銀ハ銀与量目を以致取遣候筈ニ
　　　候条此度吹立被　仰付新小判壱歩判弐朱銀目方之
　　　割合ニ応し無指支可致通用候

　　　右之趣御領私領寺社領共不洩様早々可触知
　　　もの也
　　　　五月

　　　百姓町人共衣服冠り物之儀者風俗ニ拘り候間
A0143-01975_046
　　　異風之身形致間敷旨前々ゟ相触候趣も有之
　　　候得共向後異形之衣服冠り物等相用候儀弥以
　　　御製禁ニ候万一心得違之者有之候ハヽ見懸
　　　次第召捕吟味之上急度可申付候
　　　右之趣相触候間武家之面々も右之心得ニ可
　　　罷在旨向々江可被達候
　　　　五月
一五月廿七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　昨廿六日英吉利船一艘品川沖江入津致候ニ付
　　　諸事先達而中外国船碇泊之振合ニ相心得
　　　候様向々江可被達候事

　　　　五月

一六月九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　神奈川港御開有之外国人共同所江居留且
　　　六郷川筋を限り其余最寄十里之内歩行御差許
　　　相成候ニ付而者同所奉行支配向之者為取締
A0143-01975_047
　　　相廻候間都而外国ニ拘り候儀者支配向不居合節
　　　外国人ニ付而不都合之儀出来候ハヽ早速同所
　　　奉行江申出差図請候様可致候右十里内領分
　　　知行有之分者勿論往来旅人等ニ至迄右之段
　　　相心得不取締之儀無之様可致候
　　　右之趣神奈川最寄領分知行有之向々江
　　　可被相触候

　　　　六月

一六月十六日間部下総守殿ゟ御渡有之候五ヶ国
　条約書五通御書付候通松平阿波守様ゟ御廻達有之
　　但条約書御書付ハ別ニ有之
一六月十八日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　今般英吉利国より使節差越条約本書
A0143-01975_048
　　　為御取替相済候此段為心得向々江可被達候

　　　　六月

一六月十八日御用番ゟ御呼出御留守居介罷出候処先達而
　被差出置候御伺書ニ左之通御附札を以御差図有之
　　　越前守於国許製造仕候蘭名コツトル与申船
　　　今度此表江廻船仕霊岸島中屋敷裏手江
　　　撃置申候依之越前守同所中屋敷江罷越候節
　　　裏門ゟ小舟ニ而右船江乗込製造之模様心得ニ
　　　見置申度候此段此節柄之事故御内々奉伺候
　　　以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　六月十五日　　　　　　東郷三郎右衛門

　　　　御附札

　　　　　伺之趣不苦候事

一六月十九日霊岸島御屋敷江被為　入裏手ゟ御船ニ而

　コツトル船江御乗込製造之模様　御覧被成
一六月廿五日暑中ニ付御使者御留守居を以　御先代之通

　公方様江索麪壱箱被献之

A0143-01975_049
　　但右御献上之儀已後定例故不記之
一六月廿五日間部下総守殿ゟ御呼出［昨日御切紙来ル］御留守居大道寺

　七右衛門　御城江罷出候処於柳之間端午之御内書下総守殿
　御渡被成七右衛門江御巻物二拝領被仰付之

一六月廿五日横井平四郎熊本表ゟ罷帰候ニ付御側御用人
　秋田弾正を以御茶一御菓子一箱被遣之

一六月廿六日暑中　御機嫌為御窺御用番太田備後守殿江

　御勤
一七月二日町奉行石谷因幡守殿ゟ由来橋本左内江御尋之
　儀有之ニ付召連人被差添評定所江被差出之
一七月三日御大老井伊掃部頭殿江御逢対　御勤

一七月四日御老中太田備後守殿江御逢対　御勤

一七月五日御使者御留守居介東郷三郎右衛門を以　御先代之通

　公方様江御国産初鯖壱箱被献之右御披露済之御奉書
　御用番ゟ来ル
　　但右御献上之儀已後定例故不記之

A0143-01975_050
一七月六日為御生身玉御祝儀御使者御留守榊原幸八を以
　御先代之通
　公方様江黄金壱枚被献之御本丸於柳之間御奏者番
　稲葉長門守殿披露御用番脇坂中務太輔殿被謁之
　天璋院様江干鯛一箱御樽代五百疋被差上之於檜之間
　御留守居年寄堀伊豆守殿被謁之右御披露済之
　御奉書夕方御用番ゟ来ル

　　但右御祝儀御献上之儀已後定例故不記之

一七月六日太田御陣屋詰之面々交代并急御用有之節馬乗
　往来之儀ニ付左之通外国奉行水野筑後守殿江御届書
　被指出候処御附札を以御差図有之
　　　今度各国舶来之武器類万石以上以下諸家
　　　陪臣ニ至迄買受候儀不苦候ニ付開港場運上
　　　役所江罷越承合候様可致候右ニ付芝生町新道ゟ
　　　南横浜町迄之場所ハ混雑いたし候間馬上
　　　又者馬牽入候儀者無用之旨御触達之趣奉畏候

A0143-01975_051
　　　右ニ付越前守持場内太田陣屋江詰之者交代

　　　并急用事等有之江戸屋敷ゟ陣屋江往来為致
　　　候分ハ芝生町新道筋馬乗往来且急用向ニ而も
　　　右新道内乗切ハ為致不申往来妨ニ不相成様
　　　厳敷被申付為致通行候心得ニ御座候此段御届
　　　申上候

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月六日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札
　　　　　書面持場内陣屋江警衛之者交代并急用
　　　　　之節芝生町新道筋乗馬不苦候尤往来妨ニ
　　　　　不相成候様被相心得其段御老中方江も被相届
　　　　　候方与存候
一七月八日

　慎徳院様御法事ニ付大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　於増上寺

　　　　　　　御法事

　　　七月
　　　　　十八日　初日

　　　　　十九日　中日

　　　　　廿日　　結願

A0143-01975_052
　　　　　覚

　　　当月於増上寺御法事中前々之通式日立合
　　　内寄合可被仕候勿論拷問手鎖或者籠舎縄掛候
　　　類之儀者可為無用事
　　一御法事中普請鳴物祭礼法事等不及相止
　　　候事

一七月八日御持場御警衛御人数并御武器員数之儀ニ付左之通
　外国奉行江御届書被指出之
　　　先達而御達候越前守持場警衛人数武器
　　　員数并当時詰合候名元書別紙之通御座候此段
　　　御届申候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　七月八日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　武州神奈川横浜辺御警衛松平越前守
　　　　　人数之覚

　　　　　一番手　　　　但太田陣屋定詰
　　　　　　　　　　　　　　　大番頭壱人

A0143-01975_053
　　　　　　　　　　　　　　　同副壱人
　　　　　　　　　　　　　　　大炮頭壱人
　　　　　　　　　　　　　　　目付役壱人
　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭六人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居役壱人
　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人
　　　　　　　　　　　　　　以上騎馬

　　　　　　　　　　　　　　　大番組五拾人

　　　　　　　　　　　　　　　役付番組拾七人

　　　　　　　　　　　　　　　医師弐人

　　　　　　　　　　　　　　　徒目付二人

　　　　　　　　　　　　　　　徒拾八人

　　　　　　　　　　　　　　　勘定方六人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居下役壱人

　　　　　　　　　　　　　　　目付書役弐人

　　　　　　　　　　　　　　　留守居書役弐人
A0143-01975_054
　　　　　　　　　　　　　　　目付組廿人

　　　　　　　　　　　　　　　先手組百廿人

　　　　　　　　　　　　　　　荒子六拾壱人

　　　　　　　　　　　　　　　又者百九拾五人

　　　　　　　　　　　　　　〆五百八人

　　　　　二番手　　　　但江戸屋敷ニ相詰

　　　　　　　　　　　　　持場臨時出張

　　　　　　　　　　　　　　　家老壱人
　　　　　　　　　　　　　　　家老格壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番頭壱人

　　　　　　　　　　　　　　　同副弐人

　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭四人

　　　　　　　　　　　　　　以上騎馬

　　　　　　　　　　　　　　　大番組五拾人

　　　　　　　　　　　　　　　役付番組拾六人

　　　　　　　　　　　　　　　医師壱人

A0143-01975_055
　　　　　　　　　　　　　　　徒四人

　　　　　　　　　　　　　　　先手組八拾人
　　　　　　　　　　　　　　　留守居組廿人

　　　　　　　　　　　　　　　荒子拾七人

　　　　　　　　　　　　　　　又者弐百拾壱人

　　　　　　　　　　　　　　〆四百八人

　　　　　三番手　　　　但国許ニ相守居
　　　　　　　　　　　　　持場臨時出張

　　　　　　　　　　　　　　　家老格壱人
　　　　　　　　　　　　　　　小荷駄奉行壱人

　　　　　　　　　　　　　　　大番頭壱人
　　　　　　　　　　　　　　　同副壱人
　　　　　　　　　　　　　　　先手物頭四人
　　　　　　　　　　　　　　　使番役壱人

　　　　　　　　　　　　　　以上騎馬

　　　　　　　　　　　　　　　大馬印奉行壱人

A0143-01975_056
　　　　　　　　　　　　　　　大番組五拾人

　　　　　　　　　　　　　　　役付番組六人

　　　　　　　　　　　　　　　医師弐人

　　　　　　　　　　　　　　　与力拾人

　　　　　　　　　　　　　　　小荷駄附之者五人

　　　　　　　　　　　　　　　先手組八拾人

　　　　　　　　　　　　　　　荒子廿壱人

　　　　　　　　　　　　　　　又者弐百拾二人

　　　　　　　　　　　　　　〆三百九拾六人

　　　　　　　　　　　　　惣〆千三百拾弐人

　　　右者持場神奈川横浜辺御警衛為備兼而被
　　　申付置候出払ニ相成候上者外ニ右惣人数同様
　　　増詰国許ニ而被申付置候
　　　　但年番持ニ被申付置候ニ付年々家禄之高下ニ
　　　　　り又者人数増減御座候事
　　　　　武器覚
A0143-01975_057
　　　太田陣屋

　　　　　一番手

　　　　長柄鑓　　　　　　　　二十本

　　　　野戦炮　　　　　　　　二門

　　　　爆発銃　　　　　　　　百三十六挺
　　　　　二番手
　　　　野戦炮　　　　　　　　二門

　　　　爆発銃　　　　　　　　百三十六挺

　　　　　三番手
　　　　野戦炮　　　　　　　　二門

　　　　爆発銃　　　　　　　　百三十六挺

　　　右之外自分用意武器之分者相除申候以上
一七月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　西洋書籍之儀ニ付而ハ兼而被仰出之趣も有之
　　　候処今般神奈川長崎箱館開港之上者右
　　　場所々々ニおゐて外国商人共より直買いたし候
　　　書籍者運上役所江差出改印無之聊ニ而茂
A0143-01975_058
　　　御制禁宗門之事ニ相渉り候書籍類取扱候者
　　　有之ニおゐてハ厳科ニ可被処候
一七月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　一御法事為伺御機嫌加賀中納言并在府之
　　　侍徒以上御檜重一組充四品拾万石以上御干
　　　菓子一箱充其外者御精進物一種ツヽ尤加賀
　　　中納言之外在国在邑之分者可為無用候御暇
　　　ニ而も於在江戸者可差上候

　　　　但所司代大坂御城代者差上候様可被致候
　　　　　御精進明之御肴者不及差上候
　　　　　　〆
　　一御法事中
　　　天璋院様江為伺御機嫌加賀中納言溜詰
　　　在江戸之分松平阿波守松平三河守松平越前守
　　　松平兵部太輔所司代大坂御城代ゟ御干菓子
　　　御水菓子之内一度可差上候
　　　　但御精進明之御肴者不及指上候
　　　　　〆
A0143-01975_059
　　一万石以上并諸番頭諸役人之諸大夫斗可被罷出候

　　一当月増上寺
　　　御霊前御参詣
　　一国持四品以上并御普代四品以上之面々衣冠
　　　［下襲無之］来ル廿二日増上寺江可有予参候但部屋住之
　　　面々者父不出分斗可被予参候事

　　　　　行列罷出面々

　　一御普代

　　一中大名

　　一雁之間詰菊之間縁頰詰

　　一奏者番

　　一譜大夫之御役人等右衣冠［下襲無之］太刀帯之来ル
　　　廿二日増上寺江可被罷出事

　　　右何れも供者小勢可被連候事

　　　　　　〆

　　一供奉行列者諸大夫斗

　　一国持四品以上并御普代四品以上予参御唐〈カラ〉門
A0143-01975_060
　　　之外ニ而
　　　御目見之事

　　一雁之間詰四品以上予参勅額門外ニ而
　　　御目見之事

　　一高家衆両人供奉行列可被罷出候事

　　　　　　〆

　　一御法事相済候付而当月廿三日惣出仕有之
　　　如例可被相触候

　　　　　　〆

一七月十三日太田備後守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処
　左之通書付御渡有之

　　　　　覚
　　一当月廿ニ日御法事相済
　　　御霊前
　　　御参詣之節予参供奉之面々
　　　還御以後拝礼可有之候事

　　一予参供奉無之面々者直垂狩衣大紋布衣者
　　　其装束無官者長袴又ハ前々半袴にて

A0143-01975_061
　　　参詣仕候分ハ此度も半袴着之
　　　還御以後参詣可仕候相残分ハ廿三日廿四日
　　　両日之内込合不申様相考勝手次第参詣可有
　　　之候事

　　　　　御香奠献上之覚

　　　白銀拾枚　　　　　　　　六拾万石以上

　　　同五枚　　　　　　　　　三拾万石以上

　　　同三枚　　　　　　　　　拾万石以上
　　　同弐枚　　　　　　　　　五万石以上
　　　同壱枚　　　　　　　　　壱万石以上

　　　同弐枚　　　　　　　　　三拾万石以上之嫡子

　　　　　已下略之

一七月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　外国人歩行之節途中不作法無之様各国
　　　長官之者江申達置候得共御国法之
　　　弁江も無之者ニ付自然途中行合不都合之
A0143-01975_062
　　　事も有之候ハヽ可成丈穏便ニ取扱其段外国
　　　奉行江可被相届候尤右之趣家来共江も兼而
　　　可被申付置候

一七月十九日
　慎徳院様御法事中為御機嫌御伺御使者御留守居
　大道寺七右衛門を以
　公方様江御檜重一組　天璋院様江巻松風一箱被差上之

一七月十九日右同断御中日ニ付兼而御伺済之通御内証ゟ

　御文被差出之

一七月廿日内藤紀伊守殿ゟ御呼出御留守居罷出候処左之通
　御書付壱通御渡有之

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守江

　　　　　七月廿二日

　　　慎徳院様御霊前

　　　御参詣

　　　　　　　　　　　　　　　松平越前守
A0143-01975_063
　　一御唐門之外南之方御水屋之前ニ寄奉出向
　　　候事

一七月廿日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　一昨十八日ゟ魯西国軍艦追々入津都合七艘
　　　品川沖江碇泊致候間諸事是迄之通相心得
　　　候様向々江可被達候事
　　　　　〆

　　　中務太捕事外国御用取扱被　仰付候其段向々江
　　　可被達候

　　　　　〆

一七月廿ニ日御法事済ニ付為御機嫌御伺御内証ゟ御文

　被差出之
一七月廿ニ日於運正寺
　慎徳院様七回御忌ニ付御茶湯御執行有之
一七月廿ニ日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　明廿三日品川沖碇泊之魯西亜船ニ而祝炮相放
　　　候趣無急度向々江為心得可相達旨間部
　　　下総守殿被仰渡候右之趣相達候間被得其意
A0143-01975_064
　　　無遅滞早々順達従留伊沢美作守方江可
　　　被相返候以上

　　　　七月廿二日

一七月廿三日御法事済御祝儀之惣出仕ニ付　御登　城可被成
　之処御足痛ニ付御断依之御用番江御使者御留守居被差
　出之
一七月廿三日右同断御法事ニ付御使者御番頭代御用人
　宇都宮勘解由を以御香奠白銀五枚被献之増上寺
　方丈江相納之
一七月廿四日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　往来又ハ橋上ニ而礫打間敷旨前々ゟ相触候趣も
　　　有之候処外国人市中歩行之節礫抛候者有之哉ニ
　　　相聞如何之事ニ候向後末々之者迄右躰心得違
　　　無之様取締方急度相守可申若見受候節者
　　　辻番所町役人等ニおゐて精々制方可致候
A0143-01975_065
一七月廿四日

　温恭院様御一周忌御法事之儀ニ付大目付中ゟ左之通
　御廻状来ル

　　　於東叡山

　　　御法事

　　　　八月四日　　初日

　　　　　　五日　　中日

　　　　　　六日　　結願

　　　　　但御香奠御献上を始御法事式
　　　　　　慎徳院様御同様ニ付略之

一七月廿四日此度御改之御判物御先物頭杉浦幸右衛門
　御広式御用達加藤良右衛門　守護今日福井出立［八月十日江戸着］
一七月廿四日御老中太田備後守殿御病気ニ付御願之通御役
　御免被成候ニ付為御見舞御使者御使番被指出之
一七月廿八日
　温恭院様御法号万福山江御遷座御供養有之
一八月朔日　御登　城於御白書院御太刀一腰御馬代［黄金壱枚］

　御持参御祝儀被仰上之

　　但八朔　御登　城之儀已後定例故不記之

A0143-01975_066
一八月二日御大老井伊掃部頭殿江御逢対　御勤
一八月四日
　温恭院様御法事御初日ニ付
　公方様　天璋院様為御機嫌御伺御文被指出之
一八月五日右同断御法事ニ付御使者御留守居介東郷
　三郎右衛門を以
　公方様江御檜重一組　天璋院様江巻松風一箱被
　献之
一八月五日右同断御中日ニ付御機嫌為御伺御文被
　指出之

一八月五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　外国人市中其外歩行致し候節故も無之礫を
　　　打其外不法之儀仕掛候者有之右者畢竟末々
　　　勘弁も無之者之所行ニ可有之候得共御国
　　　御制度不被為届ニ相当り外国江対シ御外聞
　　　ニも相拘り候儀ニ付及不法候者者召捕糺明之上
A0143-01975_067
　　　夫々御仕置可申付候併外国人之為ニ御国之人民
　　　御仕置相成候儀者何とも歎ケ敷難忍次第ニ付
　　　此旨相弁心得違無之様家来末々迄主人々々ゟ
　　　能々可被申付候
一八月七日御法事御当日ニ付
　公方様　天璋院様御機嫌為御窺御文被指出之
一八月八日於万福山
　温恭院様一回御忌御法事御執行有之

一八月八日暴瀉病流行ニ付於神明宮足羽宮御祈祷
　被仰付金弐百疋ツヽ被供之且又柏谷留之助江茂御祈祷
　被仰付疫神斎之御礼御家中江一枚ツヽ町在一町一村江
　弐枚ツヽ被下之

一八月九日御法事済御祝儀之惣出仕ニ付　御登　城可被成
　之処御断依之御用番江御使者御留守居被指出之
一八月十一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　今般魯西亜国より使節差越条約書為御取替
A0143-01975_068
　　　相済候此段為心得向々江可被達候
一八月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　当七月廿七日暮六時頃神奈川横浜町おゐて
　　　何者とも不知魯西亜人を殺害ニ及ひ遁去行衛
　　　不相知其節魯西亜水夫所持金銀フリツキ箱
　　　入之儘紛失候処其後神奈川太田町堤外海
　　　面ニ右箱銀銭十六枚金銭壱枚入捨有之候且
　　　右匁傷ニ及候場所ニ左之品々捨有之候
　　一麻鼠返し割羽織　一

　　一刀之折れ七寸程

　　一麻裏草履片足右之通ニ候間末々ニ至迄遂
　　　穿鑿あやしきもの見およひ聞およひ候半ゝ
　　　最寄奉行所御代官所江訴へ出へきもの也
　　　　八月

　　一此度洋銀同位之銀を以壱分銀吹増被仰出
　　　候間在来壱分銀取交無滞可致通用候
A0143-01975_069
一八月廿一日御使者御留守居介東郷三郎右衛門を以
　御先代之通
　公方様江御国産之魬三被献之右御披露済之御奉書
　夕方御用番ゟ来ル
　　但右御献上之儀已後定例故不記之
一八月廿三日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　　　覚

　　　紅葉山

　　　　大猷院様

　　　　文恭院様

　　　　温恭院様

　　　　厳有院様

　　　　孝恭院様

　　　　常憲院様

　　　　有徳院様

　　　　浚明院様

A0143-01975_070
　　　右此度

　　　温恭院様御霊牌

　　　御安置ニ付右之御順ニ相成候間寄々向々江

　　　可被相達候事
　　　　八月

一八月廿五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　明廿六日品川沖碇泊之仏蘭西船ニ而祝炮

　　　打放候趣無急度向々江為心得可相達旨
　　　脇坂中務大輔殿被仰渡候間被得其意無遅滞
　　　早々順達従留久貝因幡守方へ可被相返候以上

　　　　八月

一八月廿九日紅葉山　御参詣被為済候節御祝儀献上物之
　儀ニ付左之通御用番松平和泉守殿江御留守居介御伺書
　持参指出候処追而御附札を以御差図有之
　　　今般
　　　御代替御服明御後初而紅葉山
A0143-01975_071
　　　御宮江御参詣被為済候ハヽ為御祝義

　　　越前守ゟ別紙之通献上仕度奉存候此段
　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　八月廿九日　　　　　　東郷三郎右衛門
　　　　　別紙
　　　公方様江
　　　　干鯛　　　　　　　　　一箱
　　　　御樽　　　　　　　　　一荷
　　　天璋院様江
　　　　鯛　　　　　　　　　　一折

　　　　　御附札
　　　　　　伺之通献上候様可仕候
一八月廿九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　水戸前中納言殿御事国家之御為筋之儀
　　　被仰立候御当然之儀ニ候得共御建白之次第
　　　御取用無之迚御家来之者を以御見込之筋品々
　　　京都江被仰遣加之御養君之儀ニ付而も軽キ

　　　者共宮堂上方を取繕候始末関東御暴政
　　　之筋ニ申成し人心惑乱為致讒奏ケ間敷

　　　事より終ニ重き
A0143-01975_072
　　　勅諚を軽輩之手ニ為取扱且
　　　倫（綸）旨を懇願等ニ及ひ候段
　　　公武之御確執国家之大事を醸候筋ニ而不
　　　容易儀仮令御家来之者共御内存を察し

　　　私ニ周施いたし候儀ニ候共素御心得方不宜
　　　より右躰之次第ニ至り被対　公儀御後闇
　　　御所置ニ候依之急度も可被　仰出処今度重き
　　　御法会も被為済候ニ付格別之　思召を以水戸

　　　表江永御蟄居被　仰出候

　　一水戸中納言殿御事前中納言殿京都江種々
　　　御内通被有之候より御家来之者共御意内
　　　相察不容易企ニ及ひ候次第被対

　　　公儀総而　御後闇儀ニも有之御父子之御間柄
　　　無御拠儀与者乍申御取斗方も可有之処
　　　其儀無之就而者御家来之者共厳重ニ取締
　　　可有之筈之処無其儀剰御家来末々之
A0143-01975_073
　　　者迄多人数出張致し右之御取鎮方等茂
　　　御不行届之至ニ付急度も可被仰出之処是迄追々
　　　御配慮も被有之候上之事ニ而御情実止事を不被
　　　為得御場合ニ相聞候依之格別之
　　　思召を以御指扣可被有之旨被　仰出候
　　　　八月

　　　徳川刑部卿殿御事
　　　思召　御旨有之ニ付御隠居御慎被
　　　仰出只今迄之御領知其儘并御附人御抱入
　　　之者共も一橋附与被　仰出候間其段向々江可被
　　　達候
　　　　八月
一九月十五日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　来ル十九日
　　　公方様御袖被為留候ニ付月次出仕之面々熨斗目
　　　半袴着用同日四時登　城御祝儀可申上候

A0143-01975_074
　　　　但病気幼少之面々ハ掃部頭月番老中宅江以
　　　　　使者御祝儀可申上候在国在邑之面々掃部頭
　　　　　老中江以飛札御祝儀可申上候

　　　　　　九月十五日

一九月十九日
　公方様御袖被為　留候為御祝儀　御登　城初而於
　御座之間御目見御祝儀被　仰上
一九月廿日右同断初而御目見被仰上候為御礼御内証ゟ
　御文被指出之［奥ゟ伺之之］
一九月廿一日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　銅鉄を以新規ニ仏像等鋳造致し候儀并仏器之
　　　儀も木製又ハ陶器ニ而も相済候分銅鉄類を以
　　　製造之儀可為無用旨等去ル卯年相触候趣も
　　　有之処以後都而銅類ハ勿論唐銅真鍮を以
　　　是迄製造致来候品之外新規之品等製造
　　　売買之儀ハ堅く令停止者也
A0143-01975_075
　　　　九月

　　　諸国より出銅ハ勿論古地銅ニ至迄銅座江可相廻旨
　　　明和三戌年相触置其後天明八申年寛政九巳年
　　　触渡置候処近年不進相聞国々銅山稼来候
　　　分者不及申出精相稼新山等間掘致し出銅之
　　　分者聊たりとも外売不致不残大坂銅座江可
　　　相廻尤江戸古銅吹方役所并別段古銅吹所江
　　　是迄廻し来候分且新規之分者申立之上可
　　　相廻候諸山ゟ津書道筋并津々浦々又者海上ニ而
　　　銅売買堅致間敷若又心得違之者も有之山元
　　　より銅座之外江相廻売払候歟又ハ山元ニ而荒銅
　　　勝手ニ延板器物或ハ真鍮地鏡地等仕立候儀
　　　堅令停止事其外囲銅并質銅停止申付候段
　　　先年ゟ相触置候通可守之
　　一国々出銅致船積大坂江相廻候節ハ右銅員数書付
　　　廻船之者江相渡船宿之者より大坂町奉行所
A0143-01975_076
　　　并銅座江廻着毎可届出事

　　一銅はけ之儀者京并大坂共はけ吹職之者申付置
　　　有之間右之者江差廻し候儀者勿論真鍮はけ之
　　　儀も紛敷有之間以来一応銅座之改を受可
　　　申事
　　一諸国より荒銅を白目与名付勝手ニ売買致し
　　　候趣相聞候条不埒之事ニ候以来者白目たり共
　　　一且銅座之改を請売買可致事
　　一古銅之儀天明五巳年より古銅切屑銅共不残
　　　銅座買入ニ相触置寛政八辰年ゟ関八州之分ハ
　　　江戸表江可相廻旨相触候処近年相弛古銅売上
　　　相減候若心得違不正之売買致し候歟又者真
　　　鍮職鋳物職之者ニ而勝手ニ吹潰候儀者決而不
　　　致様前々より相触置候通急度相守古銅切屑
　　　銅者不及申はけ銅ニ至迄大坂銅座并江戸
　　　古銅吹方役所別段古銅吹所之内江売上可

A0143-01975_077
　　　申事
　　　右之趣天保十二丑年相触置候処兎角山ニ而
　　　器物ニ製候族も有之哉ニ相聞以之外之事ニ候
　　　今般外国貿易御開相成商人共相対売買
　　　被仰付候ニ付而者弥触面之趣国々所々ニおゐて
　　　急度可相守候若心得違ニ而山方稼之者ハ勿論
　　　銅職之者器物等ニ仕立売捌候不正之取引致し
　　　候者有之ニおゐてハ厳科ニ可被処もの也
　　　　九月

一九月廿一日昨年　御代替ニ付御平常御供立之儀以前之通
　被召連候処今度天保十亥年御省略有之候御振合ニ被
　仰出候間此段可取斗旨御用人宇都宮勘解由江御家老
　申渡之
一九月廿五日　公儀御法令被　仰出候ニ付　御登　城可被成之処
　御足痛ニ付御断依之為御祝儀御大老并御老中御側
　御用人江御使者御留守居被指出之
A0143-01975_078
一九月廿五日間部下総守殿ゟ御呼出御留守罷出候処去ル三日
　被差出候御窺書ニ左之通御附札を以御差図有之

　　　越前守参勤帰国之節道中鉄砲為持候儀
　　　且又家来之者共交代為致候節銘々自分ニ
　　　持越候儀者先年伺済ニ御座候処当時武州
　　　神奈川横浜辺御警衛被　仰付候ニ付国許より

　　　砲器等取寄候節箱根今切碓氷福島
　　　御関所附添之内重立候者ゟ砲数玉目等
　　　証文指出候而罷通候様奉願候時宜ニより候而ハ廻船
　　　ニ而差越候儀も御座候得者浦賀御番所之儀も
　　　陸地御関所同様宰領之内重立候者より砲数
　　　玉目等証文差出候而罷通候様奉願度候此段
　　　奉伺候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内
　　　　九月三日　　　　　　　大道寺七右衛門
　　　　御附札
　　　　　書面之趣者家老証文又者附添之内重立候
　　　　　家来より証文差出相通其段追而相届候様
A0143-01975_079
　　　　　可仕候事

　　　越前守御警衛持場内太田陣屋ニおゐて詰之者
　　　調練為仕度其節旌旗金鼓貝相用折々空炮

　　　打試申度此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月三日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　御附札

　　　　　書面之趣不苦候尤空炮打試候儀者三月ゟ八月迄ニ

　　　　　相心得且御鷹参候節ハ見合候様可仕事

　　　越前守御警衛持場内太田陣屋ニおゐて別紙
　　　絵図面之通鉄炮角場取補理稽古鉄炮為打
　　　申度奉存候此段奉伺候以上
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　九月三日　　　　　　　大道寺七右衛門

　　　　別紙絵図面不祥

　　　　御附札

　　　　　右同断ニ付略之
一九月廿五日左之通松岡天竜寺江申渡候様月番御用人富永
A0143-01975_080
　新左衛門寺社奉行渥美新左衛門江御家老酒井外記書付
　相渡之

　　　　　　　　　　　　　　松岡
　　　　　　　　　　　　　　　天竜寺

　　　右今度
　　　見性院様御像堂御造営之儀被相願候得とも

　　　非常御省略之御時節柄且者年来御別殿之
　　　御営ニ不及相済来候儀旁願御取揚無之処兼而
　　　御厚恩を存詰候御家中之面々并松岡町在之
　　　者共年来之志願難黙止訳合も有之旨再応
　　　歎願之次第不得止趣相聞候ニ付当御時態別段之
　　　御評儀を以御造営之方江従　御内証白銀七拾枚
　　　被下置候然ル上者御荘厳向等之儀ハ勿論以後
　　　御別殿御修覆共御構無之筈ニ候間尚又永続之
　　　趣法厚心配可有之事

一九月廿八日御法令書細川越中守様ゟ御廻達有之
　　但御法令書御先代之通ニ付略之
A0143-01975_081
一十月朔日御家老本多修理狛山城内願ニ付御役御免
　被成
一十月二日太田御陣屋御普請御成就

一十月二日町奉行石谷因幡守殿ゟ橋本左内御呼出ニ付
　召連人同道評定所江被差出候処口書之上直ニ揚り屋江
　被入
一十月七日町奉行石谷因幡守殿ゟ御呼出御留守居介東郷
　三郎右衛門評定所江罷出候節橋本左内儀も御呼出同所江
　罷出候処寺社奉行松平伯耆守殿大目付久貝因幡守殿
　町奉行池田播磨守殿御目付神保伯耆守殿出席石谷
　因幡守殿ゟ左内江罪状御演説之上死罪被申付候段申渡
　有之相済三郎右衛門江左之書付被相渡之

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

　　　右之者所持之家財欠所相成候間取調之上

　　　品書相添石谷因幡守方江可被指出候
　　　　但親妻子名前之分ハ不及欠所候

A0143-01975_082
　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　　　　　　　　　　　　橋本左内

　　　右之者親類書江夫々年附いたし早々石谷

　　　因幡守方江可被指出事

一十月七日右同断御裁許相済候ニ付而者左内儀同姓琢磨家ゟ
　被召出候趣ニ取斗候様御用人江御家老申聞之
一十月七日右同断御裁許済ニ付御用番内藤紀伊守殿江
　左之通御届書被指出之

　　　越前守家来橋本左内儀今朝於御評定所
　　　死罪被　仰付候此段御届申上候以上

　　　　　　　　　　　　　　松平越前守内

　　　　十月七日　　　　　　　大道寺七右衛門

一十月七日右同断ニ付御指扣御窺可被成哉御家来死罪之
　御例無之ニ付御用番江御内御伺書被指出候処翌八日
　御差扣御窺可被成旨御指図有之ニ付左之通御窺書
　被指出候処即日御附札を以御差図有之

　　　拙者家来橋本左内儀昨七日於評定所
　　　死罪被
A0143-01975_083
　　　仰付恐入申候依之差扣罷在度奉存候此段
　　　相伺申候以上
　　　　十月八日　　　　　　　松平越前守

　　　　御附札

　　　　　不及差扣候

一十月八日右同断御差図之趣ニ付御礼勤之御伺書御用
　番江被指出候処翌九日御書取を以御勤品ニ不及旨御指図
　有之

一十月十二日御勘定所ゟ呼出有之御留守居罷出候処

　左之通書付を以御達有之

　　　武州久良岐郡太田村陣屋前通り并右より
　　　野毛浦往還迄之間新規通り道之儀被申立
　　　候通新道出来之積神奈川奉行并御代官
　　　小林藤之助江申達置候条可被得其意候
一十月十五日玄猪之御祝有之

一十月十七日［夕七ツ半時過］御本丸炎上ニ付御用番江御届之上即刻
　御供揃ニ而　御登　城下乗城外ニ御扣被成候処
A0143-01975_084
　公方様益御機嫌能被為　在候間御引取被成候様脇坂
　中務大輔殿御申聞之段御目付小栗又一殿御達ニ付

　御退出被成
一十月十七日右同断ニ付
　公方様　天璋院様　本寿院様御機嫌為御伺御内

　証より御文被差出之
一十月十七日大目付中ゟ左之通御廻状来ル

　　　松平修理大夫祖父大隈守於国許去月十七日卒去
　　　ニ付
　　　天璋院様御実方御祖父御定式半減十五日七十
　　　五日之御忌服可被為　請之処　御忌日数相立
　　　候ニ付今一日
　　　御遠慮被遊候事
一十一月三日御用番脇坂中務太輔殿ゟ御呼出御留守居真杉
　所左衛門罷出候処去月廿九日被差出候御願書ニ左之通
　御附札を以御差図有之
A0143-01975_085
　　　拙者儀昨秋相続被　仰付候処御暇順年ニも御座
　　　候ニ付国許江初而之御暇奉願度心底ニ御座候処
　　　将軍
　　　宣下御大礼且当年頭御初而御礼被為　請拙者儀も
　　　初而御礼奉申上度折柄ニ付相願不申儀ニ御座候処
　　　来申年者御暇順年ニ付可相成候者二月中引上ケ
　　　初而之御暇被　仰出被下置候様奉願候右者在国
　　　壱ケ年中絶も仕且代替初而之儀ニ御座候ニ付

　　　一統入国相待居罷在候趣相聞其上国許海岸
　　　警衛向之儀従先代申付残置候廉も御座候処

　　　拙者国許之様子不案内ニ而指図向万端指支之

　　　儀も不少御座候ニ付何卒一日も早く入部仕士民之

　　　情状も見聞致し海岸備向を始国政取締之儀
　　　尚又厚く申付度奉存候ニ付甚自由ケ間敷候得共
　　　右願之通被　仰出被下候者三月始ニ者出立仕候様

　　　相成難有奉存候此段奉願候以上
A0143-01975_086
　　　　十月廿九日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札
　　　　　願之通来二月中御暇被下ニ而可有之候

一十一月七日先達而御本丸炎上之処御献上物被成度儀ニ付御大老井伊
　掃部頭殿御老中間部下総守殿江左之通御願書御留守居
　を以被指出之
　　　今般　御本丸炎上別而度々之御儀ニ而御大費之程

　　　深奉恐察候右ニ付相応之御用相勤度心底ニ付
　　　早々国許江取調申遣候処兼々御承知被下候通
　　　拾八万石ゟ六拾七万石迄打出候国柄故三拾万石之

　　　高ニ而往古之拾万石ニも相劣候趣ニ付従来難儀
　　　仕候右等之故ニ候哉前々ゟ御用向も自然御用捨被
　　　成下候得共先年来
　　　松栄院様御住居を始数度焼失之上去丑年
　　　異船渡来之節御警衛御用相勤候以来も打続
　　　震災且
　　　松栄院様御一条昨年代替等ニ而弥増之入費
A0143-01975_087
　　　差湊別而横浜御開港ニ付御警衛之儀追々
　　　国元ゟ人数召呼御場所柄之儀ニ付陣屋向等迄
　　　厳重相心得台場之儀も伺置候程之時態ニ而

　　　入用向必至与才覚之折柄ニ付何分不任心底

　　　残念至極奉存候乍去近来
　　　御多端之御中御間も不被為　在今度之炎上重々

　　　奉恐察此儘罷在候而者心底相済不申ニ付少分之
　　　儀ニ者御座候得共金壱万両差向候御用途之方江
　　　致献上度内願奉存候併近例之通鳥子紙献上
　　　之方御都合ニも相成候ハヽ両様之内如何様共仕度候
　　　此段
　　　御内慮奉伺候間宜敷御沙汰被成下候様奉願候

　　　以上

　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守

　　　今度
　　　御本丸炎上ニ付金壱万両致献上度内願奉
A0143-01975_088
　　　存候併近例之通国産鳥子紙之方ニも相成候ハヽ
　　　両様之内如何様共致献上度奉存候此段可然
　　　御沙汰被成下候様奉願候以上
　　　　十一月七日　　　　　　松平越前守

　　　　御附札
　　　　　御本丸御普請ニ付金壱万両又ハ鳥子紙両様
　　　　　之内指上度旨内願之趣達
　　　　　御聴尤之儀御機嫌ニ被
　　　　　思召候神奈川御警衛被　仰付置候ニ付容易ニ
　　　　　難被　仰出候得共御時節柄を恐弁致し右様
　　　　　相願候段神妙之至りニ付内願之通上納可被
　　　　　仰付候尤両様之内何れニ而も不苦段御沙汰ニ候
一十一月十五日来申年初而御国許江被為　入候ニ付御道中之儀
　前々御形合も有之候得共当時格別之御時節ニ候得者
　万事御質素ニ被成度ニ付御道中御供立を初天保
　十四卯年
　慶永様御初入之御振合を以取扱候様御用人宇都宮
A0143-01975_089
　勘解由江御家老申渡之
一十二月五日弓術師役之面々江左之通申渡候様御側御用人仮
　酒井十之丞江御家老書付相渡之
　　　此度弓術稽古所明道館内江一集ニ被成射小屋
　　　稽古所共一ケ所御取立被成筈ニ候間出来之上者
　　　同所江罷出高弟共厚申談弟子引立可申候依之　　
　　　御番之儀者御免被成候

　　一自宅稽古所之儀者右射小屋稽古所共出来
　　　御引渡之上ハ勝手次第取払可申尤稽古所ニ付
　　　拝借銀有之面々ハ皆上納被　仰付候右之趣弓術
　　　師役之面々江可被申渡候
一十二月十日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
　　　諸国酒造之儀三分一相減シ三分二酒造可致旨
　　　天保十二丑年相触候処当未年之儀者関東筋
　　　出水ニ而米価高直ニ有之村々及難儀候趣茂
　　　相聞候間追而及沙汰候迄関八州酒造人共銘々
A0143-01975_090
　　　鑑札高之内半高相減半高酒造可致候尤隠造
　　　過造等無之様取締方之儀ハ都而是迄之通相心得
　　　弥厳重改方可申付候条若隠造過造等いたすに
　　　おゐてハ其者ハ勿論其所之役人迄吟味之上
　　　急度可申付条心得違無之様可致候

一十二月十九日神奈川横浜本牧辺為　御巡覧来春ニいたり
　太田御陣屋江被為　入筈ニ付御供之面々江左之通致通達
　候様御用人江御家老申渡之

　　　　　心得方

　　一馬上御供之面々具足櫃為持可申事

　　　　但御供頭御近習番頭取御小姓頭取之儀者不及
　　　　　其儀候事
　　一諸士以上并無息之面々鎗為持可申事

　　一川崎宿　御休并御陣屋　御逗留中御家老
　　　中初末々又ものとも御弁当被下候事
　　一夜具之事

A0143-01975_091
　　　　但御道中ニ而解荷物為持候面々之外不及用意
　　　　　候事
　　一六郷川越之節并　御休御小休之節とも猥ニ
　　　無之様可致事
　　一御場所柄之儀ニ付銘々行装見苦敷無之様
　　　可致事

　　　　横浜御警衛御場廻り被為　入候ニ付
　　　　御途中御供之面々御場所柄ニ付御省略中ニ
　　　　候得とも装束左之通
　　　　着服之事
　　一馬乗御供之面々縮緬羽織踏込小袴之内着用
　　　之事
　　一御側廻り御馬廻り歩行御供之面々割羽織裁付
　　　着用之事
　　　　但裁付地合勝手次第之事

　　一諸士以下一統格以上割羽織半天股引着用
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　　　之事

　　　　但一統相揃裁付着用致度旨達出候ハヽ不苦候事

　　一組之者半天紺股引脚半着用之事

　　一右以下之者看板紺股引脚半着用之事

　　　　　笠之事
　　一馬乗御供一文字菅笠冠り候事

　　一諸士以上御徒迄歩行御供之面々山高菅笠冠り
　　　候事

　　一組已下之者つま折菅笠冠り候事

　　　　　御陣屋之面々

　　　　　御先固

　　一諸士以上割羽織裁付陣笠着用之事

　　一諸士以下一統格以上割羽織半天股引陣笠之事

　　　　但裁付勝手次第之事

　　一組之者半天紺股引陣笠着用之事

　　一下々之者紺股引法被陣笠着用之事

一十二月十九日大目付中ゟ左之通御廻状来ル
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　　　往来之輩行逢候節相互ニ譲り合不作法
　　　無之様可致候ハ勿論之事ニ候得共近来条約済
　　　国々之者御府内其外江居留致し右之内ニ者
　　　長官又ハ士分以上之者も有之候間右と行逢候
　　　節も同様相心得軽きものともに至迄不作法
　　　之儀無之様可致もの也
　　　右之通市中并道中筋江相触候間於武家も
　　　同様相心得家来下々ニ至まて心得違無之様
　　　可被申付置候

　　　　十二月
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